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千客万来の社交都市・ロンドン 民活・地方分権(自治)で都市創生・活性化（その１） 

－寛容の精神と開放的な文化風土が多くの人々に活躍の舞台を提供、クリエイティブな都市へ－ 

 

              東京藝術大学美術学部建築科 講師 博士(工学) 河村 茂  

 

１．ロンドンの歴史と地理 

 

（１）歴史的沿革 

 

・古代 ロンディニウム 

紀元尐し前、カエサルに率いられローマ人がブリテンに入り、紀元 7 世紀頃からいるケルト

人を追いやり、今日のロンドンにつながるロンディニウム(沼地のある砦)を占領支配する。ロンデ

ィニウムは、テムズ川河口より 80 ㎞ほど入った潮の干満のある海港で、軍港・交易の中心とし

て栄え、３世紀には人口３万人を数える。ローマ人は、この地で市域の周囲に壁を築き、外敵や

野獣などの脅威から身を護った。 

しかし、５世紀を迎えると、ローマ人は突如として本国に引き上げてしまう。代わりに入って

きたのはアングロ・サクソン人で、彼らはロンディニウムの僅か西にルンデンヴィックを築く。

しかし、海賊(ヴァイキング)などから身を守る必要が生じ、市街壁を持つ東のロンディニウムに

移動する。ロンディニウムの周りには森や田園が広がっていたが、門を閉めてしまえば安全とい

うわけである。ロンディニウムとは、今でいうロンドン都心・シティ(2.5km2)の部分を指してい

る。この時期、このシティの部分だけが都市を形成していた。この頃のロンドンは、住民を護る

市街壁に囲まれ城塞都市として存在していた。 

    

イギリスの地形       ウエストミンスター            1300年頃、シティ  

                      (国会議事堂、ビッグベン（時計塔）) 

・中世 シティからロンドンへ 

10 世紀、イングランドにおいて貿易・軍事の面で最も重要な都市となったロンドンは、国内

の統一により政治の面においても、その重要性が高まった。11 世紀、王エドワードは、シティ

より尐し上流にウェストミンスター寺院を建設、ここに王宮を構え居住する。このあとノルマ

ン人、ウィリアム 1 世が征服王としてこの地に入り、1066 年にホワイト・タワー（後のロンドン

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%82%AF%E3%82%BD%E3%83%B3%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%AB%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%82%AF&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AD%E3%83%B3%E3%82%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E5%AF%BA%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%BB%E3%82%AA%E3%83%96%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E4%B8%96%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/11%E4%B8%96%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E6%87%BA%E6%82%94%E7%8E%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E5%AF%BA%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3%E5%A1%94
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塔）をシティの南東に建設する。そして 12 世紀になると、それまで宮廷とともに移動していた

中央政府の各機関が、ウェストミンスターに固定化される。しかし、国庫の機能だけは商業の街

シティのロンドン塔に置かれた。このようにして 12 世紀から 13 世紀にかけ、ロンドンは首都

となっていく。この時期、1200 年のロンドンの人口は約４万人である。 

中世期、ロンドンの中心市街シティには、数 10 のギルド(同業者組合で、今日の共済組合・労働

組合的性格を持ち、後に社交クラブ的なものに発展する。)が結成され、それらの代表者によってシテ

ィは運営されていた。彼らの会館「ギルドハウス」は、市庁舎の役割を果たし、現在はシティの

区役所となっている。シティは、イングランド最大の「商業都市」で、その経済力を背景に王権

から独立、「自治都市」を形成していた。こうしてロンドンの人口は、1100 年の約 2 万人、1200

年の約４万人から 1300 年には約 10 万人に増加する。しかし、14 世紀半ばにペスト(黒死病)が大

流行し、人口は約 3 分の 1 に激減してしまう。 

その後、ロンドンも次第に活況を呈し、人の往来が増えると 1393 年、市内には旅宿が看板を

掲げ、「お酒を出す」ようになる。また 1560 年頃には定食食堂も開業する。この頃、食事はま

だ一日二食だった。そして 1564 年になると、四輪馬車が登場、やがて辻馬車も現れ、17 世紀

に入るとロンドンと地方とを結ぶ駅馬車路線も成立、主要な道路を往来するようになる。 

16 世紀、イン(宿屋)の中庭にシアター(野外劇場)が設置され、演劇が上演される。1576 年にな

ると、東部の北ショアディッチに常設の劇場がつくられる。その後、テムズ川の南サザックに芝

居小屋が並び、劇場街が形成されていく。この時期、シェイクスピアなど劇作家が出て、演劇

の発展にしのぎを削る。 

 

(２)地理的特徴 

 

ロンドンは、テムズ川の河畔に位置している。このテムズ川は、市内を蛇行する形でロンドン

を南西部から東部に横切っている。河川から続くテムズ低地は河川の氾濫域で、その奥はなだら

かな丘陵を形成している。南側は、地質が悪く、今日、鉄道の多くは地上に整備されている。 

・気候 

ロンドンは海洋性気候で、雤が多い都市とのイメージがあるが、実際の降水量は 602 mm で、 

ローマの 875 mm、パリの 650 mm に比べ尐ない。冬はひんやりとし、郊外では 11 月から 3

月にかけ霜が 2 週間ほど降りる。また、降雪は、年に 4-5 回で、12 月から 2 月にかけ発生する。

冬の気温は−4 °C 以下や14 °C 以上になることは滅多にない。夏は、適度に温かく時折暑い。

夏の平均気温は 24 °C で、年に 7 日ほどは最高気温が 30 °C  を超えることがある。また、

「霧の都」と呼ばれるように霧が発生することが多く、天気は 1 日の内でも変わりやすい。 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/12%E4%B8%96%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/1100%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1300%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9A%E3%82%B9%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%82%A7%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%83%94%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%86%E3%83%A0%E3%82%BA%E4%BD%8E%E5%9C%B0&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%BE%E6%BF%AB%E5%8E%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E6%B4%8B%E6%80%A7%E6%B0%97%E5%80%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%A7
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２．近代社会の芽生え 

 

（１）大航海時代(15 世紀半ば～17 世紀半ば) 交易ルートの確保 

 

1453 年のオスマントルコによるビザンチン帝国の攻略により、地中海沿岸からアジアにかけ

イスラム文化圏が形成される。これに伴いキリスト教徒が多く住むヨーロッパ諸国は、陸路に

おいてアジアへの道が塞がれるだけでなく、地中海の制海権も失う。 

痩せた土地が続くヨーロッパ諸国は、こうした世界情勢の変化を受け、農業生産力の高い肥沃

な土地が広がるアジアとの交易を求め、海洋に活路を求めることになる。そこで彼らは、宗教と

科学とを分離、科学に対する宗教支配を解き、学術の発展や技術の開発に凌ぎを削る。 

即ち、西洋諸国は、天文学を発展させ地球が丸いこと、海の向こう水平線の奧に未知の大陸が

あること。また、星の動きなどから自身の位置を計測し、船舶の進路をコントロールする航海術

(遠海航法)を開発する。さらに、造船技術を進歩させたり、海の隊商を護るため戦闘武器として

鉄砲を開発するなどして、着々と海路でアジア、アフリカ等への進出を果たしていく。 

こうして大航海時代の幕が切って落とされると、オスマントルコから遠い西欧を中心に、中世

的秩序に対する諸改革が進み、近代社会を開くべく近世的な動きが広がる。当時、イギリスは最

も西に位置する国で、「大西洋の向こうには大きな滝が口を開けて待っている」と信じられてい

た時代で、当時の船乗りたちは、赤道近くに南下すると、どんどん熱くなることから、「これ以

上南下すると海は煮え立ち、船も人も燃え尽きてしまう」と危惧していた。その証拠にアフリカ

沿岸の人達は、みな真っ黒な皮膚をしているとして、アフリカへの航海には尻込みしていた。 

 

コラム「遠洋航海・歴史秘話」 

大航海時代の始まりの頃は、まだ近海航法をとっており、常に陸地が見えるところを航海していたの

で、遠海航路をとり陸地から離れ見えなくなることを船乗りは大いに不安がった。しかし、近海航法も

案外危険で、水深が浅く島や暗礁が沢山あり、座礁して沈没してしまう可能性があった。 

この時代の 15 世紀、天文学が大いに発達、星の見え方から船の位置がわかるようになり、航海術が

飛躍的に進歩する。北の位置を示す「羅針盤」は 1380 年に、また天体の位置を捉え緯度を示す器具も

開発され、1478 年には航海暦(天球上における天体の日々の位置を記したもの)が編纂される。そうして

遠海航法が確立されると、船乗りたちはコンパスを見ながら遠く沖合を航海する方が、沿岸の水深を探

りながら進むよりも、よほど早く目標に到達することを知る。 

そして 1488 年、大西洋とインド洋とがつながっていることが、ポルトガルの航海士・ディアスによ

って発見されると、バァスコ・ダ・ガマは、1498 年に喜望峰を回りインドのカルカットに到達する。カ

ルカットには香辛料が溢れ、太守はすごく贅沢な暮らしをしていた。この太守に貿易を許され、ガマは

香辛料を買い付けたが、商業税と港の使用料を請求され、はたと困った。しかし、これを踏み倒して帰
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国すると、持ち帰った香辛料は 60 倍もの価格で売れた。しかし、この遠海航路は命がけであった。170

名で出発したものの、無事に帰国できた者は僅か 44 名であった。それは新鮮な野菜や果物を食べられ

ないため、ビタミン C 不足に陥り壊血病を発症したからである。 

1502 年、ガマは二度目のインド航海に出る、この時は税や使用料の要求を撥ね付けるため、軍団に護

られ 15 隻の大船団を組織し出航した。入港するにあたっては、沿岸で地元の船を焼き払ったり、街に

大砲を撃ち込んだりして、相手を恫喝する形で入り香辛料等を手に入れた。 

こうして西洋諸国の商人は、王の命令を受けるなどして、アフリカ、アジア、アメリカなど世界各地

に進出、また、その進出の仕方も単なる交易船の派遣から、先兵となるキリスト教布教団の派遣や海軍

との連携による進出など、次第に巧みになっていく。宣教師を送り布教を通じ受け入れへのアレルギー

を解く、もし紛争になれば海軍を派遣し力づくで従わせる。そうして彼らは交易を拡大していった。 

 

○世界最辺境の地、イギリス 

 肥沃なアジアの大地、その行く手に立ち塞がるオスマントルコ、こうした状況を打開するべく

キリスト教国である東ローマ帝国(ビザンチン帝国)が、オスマントルコに陥落された 1453 年、英

仏は百年戦争を終え、西欧諸国は思想(商業・交易を重視し、開拓者精神の下、進取の気質を尊ぶ)や学

術、技術(安定した航海を成し遂げる術)、また体制(絶対王権からブルジョアジー主体の市民議会へ)を整

え、海洋ルートでの交易に生きる道を模索する。まず、15 世紀後半、ポルトガルが先行、軍事

力に優れるスペイン、商業的対応に勝るオランダが続き、イギリスが、その後を追った。 

 この頃、ヨーロッパでは、ネーデルランドを中心に重商主義が発展、資本主義の精神が発芽、

宗教と政治の面で諸改革が進み、宗教と政治、教会と国家の間の役割分担を進め、社会は機能的

な動きをとるようになる。農業社会の時代、土地が痩せ資源の尐ない島国・イギリスは、農業生

産とは異なる分野で稼ぐことが課題となっていた。そこでイギリスは商業・交易に活路を見い

だし、海外から原材料を安く輸入し売れる商品を加工・製造、国内外で捌くことにビジネスの主

眼を置いた。17 世紀、イギリスはピューリタン革命による王権の抑制、名誉革命(1688～89)によ

る権利の章典の編纂などにより、立憲君主制を確立、議会制民主主義の下で地主や商工業者等

の資本家（ブルジョアジー）が活躍できる舞台を整えていく。 

 

   

大航海時代以前の世界図        大航海時代の船団        17世紀のグローブ座復元 
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○宗教改革 

16 世紀、西洋では社会の変化を受け、ルター、カルビンが出て宗教改革が起こる。そして中

世権威として全てのものを宗教の下に置こうとするカトリック教会が、犯した罪を金銭の授受に

より解決しようと世俗化し腐敗すると、そこから分かれプロテスタント(新教)が生まれる。彼ら

は、主観的な存在たる人間(聖職者)より客観性の高い聖書を上位に置き、科学等を宗教から解放

する動きの中で布教活動に入る。 

カトリック(旧教)は、保守的で伝統的、離婚したり利潤を得たりすることを忌避する。そこで

重商主義の進展という社会変化をふまえ、現実的対応を取るプロテスタントへの改宗が広がり、

社会は次第に旧い慣習や制約を乗り越えていく。プロテスタントは、牧師も結婚もできるし、市

民は離婚もできる、そして偶像崇拝をしない。このように宗教面での改革は、政治・経済・社会

の各分野で近代的な諸制度を整える素地を提供していく。 

 

○市民革命 

14 世紀以降、平民の「地主層」と解放農地を所有する「独立自営農民」が、次第に力を持ち

始めピューリタンとして、宗教面ではカトリックやイギリス国教会と、また政治面では絶対王政

と、そして社会面では保守的な特権階級の大商人などと対立していく。 

17 世紀初め、王権神授説を主張するジェームズ一世は、議会を無視し特権商人と結んで、ピ

ューリタンを弾圧する。その息子チャールズ一世も専制政治を強化したため、議会は協議調整に

よる意思決定をめざし 1628 年「権利の請願」を提出する。しかし、国王が貴族(大地主)・特権

商人(大商人)と結んで、これを無視したため「ピューリタン革命」(1642 年)が起こる。中小商工業

者に支持された議会指導者クロムウェルは、国王を処刑し「共和制」を始める。 

その後、国王派と議会派とが妥協し、チャールズ 2 世が即位、しかし国王を継いだ弟のジェ

ームズ 2 世もカトリックと絶対王政の復活をめざしたため、議会は、これを追放し新国王を擁

立、1689 年に「権利の章典」を発布、立憲君主制を実現する(「名誉革命」)。その後、責任内閣

制(内閣が議会に責任を負う。)を樹立し、王に代わって首相と内閣が行政を担当する。こうして「王

は君臨すれども統治せず」ということで政党政治が始まる。そうして中小商工業者など新興ブル

ジョアジーが力を得て、商業や交易を重視した政策が推進されていく。 

海外との商業・貿易活動（香辛料、綿花、毛織物・綿織物など）の拡大は、金融を介し資本主義

が興る契機となる。西欧、特にオランダやイギリスなどは、宗教改革や政治改革を通じプロテス

タントや議会が力を得て、社会の近代化、産業化の扉を開いていく。 

※資本主義、生産手段を所有する資本家と、これに賃金の支払いにより雇われる労働者の関係の下に、物

やサービスを生産供給する考え方、仕組み。 
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   議会指導者クロムウェル        ロンドン大火                      ジェニー紡織機 

 

（２）近世ロンドン 

イギリスは逐次、海洋進出を果たし、その活動領域を新世界へと拡大、テムズ川を行く船の数

も増え、ロンドン港は北海における地位を高めると、都市ロンドンには国内外から多くの移住者

が流入、市街の過密化が進み都市も広がっていった。この時期、ロンドンの人口は 1500年の 5

万人から 1600 年には約 20 万人へと膨らんだ。しかし、河口に近いイースト・エンドには港湾

労働者や移民など、比較的貧しい人々が定着、まちの治安が低下する。 

1621 年、都市人口の増大を背景に情報伝達、世論形成の手段としてロンドンで「新聞」が発

行される。また、1652 年にはイギリス文化を特徴づける、「コーヒーハウス」も登場する。この

時期、人口も 40 万人を超え、世界の中心イスタンブールから持ち込まれたトルココーヒーは、

大変エキゾチックで市民には魅力的に映った。早晩、コーヒーハウスは市民の社交の場となり、

17 世紀末には市内に 2000～3000 店も立地した。 

この時代、コーヒーハウスは、情報や意見交換、そして世論形成の場としてだけでなく、ある

ものは政党支部としての役割も果たした。また、手紙の保管や本の貸出しを行うとともに、各種

貴重品が持込まれ展示の場ともなった。そうこの時期のコーヒーハウスは、情報センター、郵便

局、図書館、博物館、展示場などとしても機能した。 

また、情報へのニーズの高まりと印刷技術の向上に伴い、フリート・ストリートには相次いで

報道機関の立地が進んだ。この頃（1700 年）、ロンドンの人口は約 55 万人に膨れあがる。 

・ロンドン大火 

しかし、商業･交易活動の拡大に伴い増大する人口に対し、十分な公衆衛生上の措置がとられ

なかったため、1665 年にはペスト（黒死病）が大流行、当時の人口の 15%にあたる 7 万人もの

人々が亡くなってしまう。また、翌 1666 年には、シティのパン屋の失火に始まり 4 日間も市内

が燃え続ける都市大火が発生。幸い前年のペストの流行で郊外等に避難していた者が多く、死者

は 22 名と尐なかったが、市内家屋の約 85%(1 万 3 千棟)が焼失してしまう。この大火で菌が死滅

したのか、これ以降ペストの大流行はなくなる。 

この時期まで、市内のほとんどの建物は木造で、石造は貿易商や職人組合の建物ぐらいであっ

た。しかし、大火後は再建法により大規模な木造建物が禁止され、石と煉瓦による造りへと変

わっていく。建築家ロバート・フックは、10 年の歳月をかけロンドンの再建に入る。再建にあ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E4%B8%96%E7%95%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7
https://en.wikipedia.org/wiki/Fleet_Street
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3%E5%A4%A7%E7%81%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%83%E3%82%AF
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たっては、街路の拡幅が計画され、広い、中位、狭いの三段階の街路規制がとられる。そして狭

い街路には低い建物、広い街路には高い建物の建築が推奨される。これに合わせ街路の拡幅に向

け、土地収用のための土地価格査定を行う陪審制度も導入される。また、シティから醸造業、

染め物業、製糖業など、火煙を発する産業が追い出される。 

こうした動きの中でメイフェアなど西部地域に、新しく市街が形成されていく。また、テムズ

川に新たな橋が架橋され、南岸の開発も進む。東部では、ロンドン港がテムズ川下流のドックラ

ンズに向け拡張される。セント・ポール大聖堂も 1708 年に再建される。 

 

15 世紀に大航海時代の幕が開くと、初めは、ポルトガル、スペインといったカトリック国が、

海洋進出において優位に立っていたが、次第にプロテスタントのオランダ、イギリスが優位にな

っていく。それは先の国々が中世的体質を色濃く残し、保守的対応をとりがちなのに対し、後者

の国々は時代の変化に鋭敏で、社会ニーズをいち早く感じ取ると、ブルジョアジーと結び商業

に価値を見い出し、資本主義体制を整えていったからである。 

イギリスは、1603 年、東インド会社を設立、アジアでの交易に本格的に乗り出すと、オラン

ダの中継貿易を排除するべく、航海法を制定(1651 年)する。すると両国の間で戦争が起こるが、

海軍力に勝るイギリスがこれに勝利する。また、イギリスは未開国において植民地政策(帝国主義）

を推進、各地で利権を広く獲得することで、割安な原材料を本国に入れ、これを用い加工･製造

し商品として国内外の消費に回す。 

その頃、イギリスでは、羊を飼って羊毛をとり、毛織物として輸出していた。しかし、海外か

ら良質な綿花が入ってくると、これで綿糸をつくり布を織り綿織物として国内外に供給、すると

商品が高品質でしかも安価であったため膨大な需要が発生、瞬く間に市場を席巻し膨大な利潤が

もたらされる。なにしろインド綿花を用いた綿布は、柔らかくて、軽く、また暖かい。また、染

めやすくプリントもしやすい。イギリスは、こうして得た富により経済的余裕ができると、その

一部を研究開発に当て発明・発見を奨励していった。そうした流れの中で、技術革新が起こり、

生産輸送手段などの機械化が進んでいった。 

また、イギリスには、アメリカ、アフリカなどとの間の三国貿易を介し、海外から財宝や貴重

な資源が続々と流れ込み、次第に富が富を生む状況を呈していた。イギリスは、そうして入植し

た土地から本国に移民を入れ、労働力として活用することで経済規模を拡大、そして大きくなっ

た利潤をもって科学技術を発展させていくと、18 世紀後半に産業革命が起こる。 

 

○産業革命 

イギリスでは、市場の需要に応え綿布を効率的に大量生産するため、1733 年に横糸を簡単に

通せる「とびひ」を発明する。すると今度は糸が不足し、紡績機械「ジェニー紡績機」が発明

される。こうして綿工業の技術革新が順次進むと、機械材料をつくる製鉄業でも石炭を活用し技

術革新が起こる。また、綿製品を工場から港へと運ぶ輸送手段として、1814 年にはスティーブ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%A4%A7%E8%81%96%E5%A0%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/1708%E5%B9%B4
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ンソンにより蒸気機関車が製造され、1825 年の鉄道開通により実用化される。なお、蒸気機関

自体は、ワットにより 1710 年に開発されていた。 

土地が痩せたイギリスでは、工業化が国是であった。スペインは、植民地から略奪した富を本

国に移し消費するのに対し、イギリスは植民地から原材料を持ち込み、国内で生産し商品として

販売する力を有していた。18 世紀後半の綿生産における手工業から機械工業への転換、蒸気機

関の発明と石炭利用など、生産・エネルギー面などにおける一連の革新を「産業革命」という。 

同じ頃、イギリスは、ノーフォーク農法(大麦→クローバー→小麦→かぶ、の四輪作。)を確立、

穀物の生産性を高め余剰労働力を生み出した。これに伴い土地を追われた人々は、都市で工場生

産に携わる賃金労働者となる。プロレタリアートの出現である(その数は 100 年間で 3 倍になる)。

一方、地主層は工場経営者や商業者とともに、産業資本家(ブルジョアジー)として経済基盤を確立

していく。こうして資本家と労働者という二大階層が出現、資本主義社会が形成されていった。

商工業活動に従事する人々を支える、合理的な思想・精神、物の考え方は、プロテスタントの教

義や科学技術の発展とあいまって、産業革命成立の要件の一つとなった。 

イギリスでいち早く産業革命が起こった要因としては、①宗教改革による近代的で合理的な

精神の涵養、②16 世紀から続く重商主義による資本の集積、③市民革命による資本家の経済活

動の自由の獲得、④海外覇権の確立による広大な市場の確保、⑤科学技術の発達、⑥鉄や石炭な

ど工業資源の存在、⑦18 世紀における農業面での革新による余剰労働力の創出、などがあげら

れる。 

こうして島国で辺境の地のイギリスが、海軍力や造船技術を高め、海洋国家として台頭すると、

スペインとの間で軋轢が生じ、トラファルガー沖での海戦に至るが、この戦い(1805 年）におい

てイギリス艦隊はスペイン、フランスの連合艦隊を撃破。これによって制海権がスペインからイ

ギリスへと移り、やがてイギリスが世界の７つの海に君臨することになる。 

 

○市街の過密化 

1663 年に道路通行料金法が発令され、通行料金を財源に交通網の整備が進められる。また、

1760 年代に入り産業革命が起こると、機関車や自動車が開発され、都市の交通手段も歩行や馬

車から地下鉄、バスが主流となっていく。そうして商業・交易の中心として便利になったロンド

ンには、農村や外国から多くの人々の移住が進み、建築活動が活発化していく。 

こうしてロンドンの人口が増加すると、市街は密集・拡大化の動きをみせる。しかし、街並み

形成など建築に対する行政の介入を市民が嫌ったため、市域は無秩序に広がっていった。1700

年頃のロンドンは、道は曲がりくねり、市内のアパートは 4、5 階建で、3 部屋しかない住宅に

30 人ほどが暮らす状況もみられた。 

そんな状況下にあった 18 世紀、その初頭に 55 万人だった人口は、末には 86 万人を数えるほ

どになる。この時期、金持ち・上流階級は、ハイドパーク周辺に街区開発された、落ち着いた雰

囲気の住宅地・ウエスト・エンド(レスター、ラッセル、ハノーバァーなど)に居を構えた。また、
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港湾労働者や移民(ユグノー、ユダヤ、アイルランド人など)など貧しい人々は、イースト・エン

ドに住むなどして、市民の住み分けが進んだ。 

・衛生環境の悪化 

この時期、下水道はまだ整備されておらず、汚物はおまるに入れ道路中央にとられた排水溝に

捨てられていた。しかし、上階に住む者は、いちいち下に降りていくのが面倒で、窓を開け道路

に向け汚物をまいていた。そうした道路を、この時代の人々は歩いていた。そこで歩行者は自衛

のため、大きな傘をさし、つばの広い帽子や山高帽を被り、外套を羽織り高い靴(ハイヒール)を

履いた。この排水溝の水は最終的にはテムズ川へと流れ込み、人口が増大していくと自然の希釈

では限界に達し、水質汚濁などの公害現象を呈するようになる。 

河川の水質汚濁や悪臭はひどく、上水の塩素殺菌が行われていない時代(塩素殺菌は1905年から)、

チフス、コレラ（インドからもたらされたと推定されている。）などの伝染病が頻繁に発生した、そ

して抵抗力の弱い子供の４人に３人は、5 歳未満で亡くなっていた。1848 年と 1854年にはコレ

ラが大流行し、多くの死者が出た。そのため 1885 年に下水道整備がスタートするが、本格化す

るのは第二次世界大戦後を待たねばならなかった。 

                               （その２に続く） 
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